
2017（H29）⼤学院シラバス

健康科学専攻 ／ 看護学分野
授業科目 

看護管理学演習 

授業の概要
看護管理上の課題を解決するための研究⼿法を演習を通して修得する。授業では、各⾃のプレゼンテーションをもとに討論形式で⾏う。

授業の目的
看護管理学特論で学習した概念や理論に基づきそれらを実践の現場で適⽤していく上での導⼊や⽅法を学び看護管理実践への活⽤と質向上のための実
践⼒をつける。

学習目標
１．看護サービスマネジメントを提⾔できる。
２．組織の中で個⼈の動機付けや意思決定について提⾔できる。
３．専門職業⼈のキャリア形成モデルが説明できる。
４．継続教育の枠組みと教育⽅法を計画できる。
５．医療安全について提⾔できる。
６．組織編成や変⾰についての説明ができる。
７．看護管理過程から問題解決の⽅法を取得する。

授業計画

使⽤図書 

評価⽅法 
プレゼンテーション50％
課題レポート50％

履修上の留意点
討論の中に積極的に⾃⼰の看護管理上の実践体験を提⽰してほしい。

オフィスアワー・連絡先 
授業時に確認すること

担当教員名
⼩⼭ 歌⼦

対象学年 1・ 2 対象学科 健康科学（看護学分野）

開講時期 後期（1学年）・ 前期（2学年） 必修・選択 選択

単位数 4 時間数 60

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考

１ オリエンテーション ⾃⼰の課題 説明 提⽰ 討論

２ 看護管理学 概説 講義 討論

３-4 看護サービスマネジメント 講義 討論

5-6 ⼈的資源活⽤論 講義 討論

7-8 リーダーシップ コンサルテーション フィールドワーク

9－10 目標管理 講義 演習

11－12 個⼈の動機 集団の意志決定 講義 討論

13－14 専門職キャリアとは 講義 討論

15－16 継続教育 フィールドワーク

17－18 教育モデルの開発 フィールドワーク

19-20 組織編成と変⾰ フィールドワーク

21－22 看護管理過程 フィールドワーク

23－24 問題解決の⽅法 フィールドワーク

25－26 医療安全とリスクマネジメント 講義 ⽂献検討 討論

27－28 ⾃⼰の課題のまとめ ⾃⼰学習

29－30 課題のプレゼンテーション

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書

参考書
看護管理学習テキスト第２巻 全８巻＋別巻 井部俊⼦・中⻄睦⼦監修 ⽇本看護協会出版会 2011年

看護教育学 杉森みど⾥、⾈島なをみ 医学書院 2015年 5,040円

その他の資料 参考⽂献や資料を提⽰する


